
● 不貞慰謝料請求の流れ 
離婚を決意する原因の一つとして「不貞（ふてい）」、いわゆる不倫・浮気が挙げられます。 

大切な配偶者が「不貞」をしていたことがわかったとき、そのときの苦痛は計り知れないでしょう。 

今回は、他方配偶者に不倫・浮気をされてしまった方が、「不貞相手を訴えたい！」と思ったときにご留意

いただきたいことをお伝えします。 

不倫・不貞相手に慰謝料請求をしたいけれど、住所がわからない 

不倫・不貞相手に対する慰謝料請求をしたいが、どのように進めたらよいだろう 

不倫・不貞相手への慰謝料請求にはどのくらい時間がかかるのだろう 

不倫・不貞相手に対する慰謝料請求を検討し、ご相談にお越しになる方から、このようなご相談を多く寄せ

られています。以下では、不倫・不貞相手に対する慰謝料請求をする場合の流れについてご説明します。 

1. 相手方の住所・氏名・連絡先の調査 

� 相手方の住所・氏名等を調査する必要性 

弁護士であっても、何の手がかりもなく、不倫・不貞相手の氏名や住所等を調査することはできません。 

不倫・不貞行為の相手方の氏名や住所等については、ご相談者自身で確認していただく必要があります。

（当事務所では、調査会社のように相手方の氏名等を調査することはできませんのでご了承ください） 

� 不倫・不貞相手の連絡先しかわからない場合 

このような場合でも、連絡先（携帯電話番号等）から調査ができるケースもあります。 

すぐに諦めるのではなく、調査が可能な場合もありますので、まずはご相談ください。 

� 不倫・不貞相手の勤務先はわかる場合 

相手の勤務先は分かる場合、勤務先に対して裁判関係書類を送付する方法もありえます。 

但し、安易に不倫・不貞相手の勤務先に送付することはかえって請求者の法的責任に発展する可能性も

ありますので、慎重に検討する必要があります。 

2. 請求内容の検討・事実関係の確認 

� 請求内容の検討・確認すべき事実関係 

相手の氏名・住所が確認できたら、次に不倫・不貞相手に対する請求内容を検討する必要があります。

請求内容の検討にあたっては、特に以下の点を確認する必要があります。 

① 婚姻期間・子どもの有無 

② 不倫・不貞行為の時期 

③ 不倫・不貞行為の程度・回数 

④ 不倫・不貞相手の資力・職業 

⑤ 不倫・不貞行為を証明する証拠の有無・内容 

⑥ 他方配偶者が不倫・不貞行為を認めているか否か 

⑦ 他方配偶者との離婚の可能性 

これらの事実関係は、慰謝料請求の金額に影響するだけでなく、そもそも慰謝料請求が認められるかどうか、

今後の方針にも影響する事項です。  

４. Column③：【離婚問題】不貞相手を訴えたい！ そのときどうする？ 



 

3. 不倫・不貞相手への慰謝料請求の開始（任意交渉） 

請求内容の検討・事実関係の確認を終えた後、正式にご依頼いただいた場合に、当事務所の弁護士が代理人

として不倫・不貞相手との示談交渉を開始します。 

4. 示談成立の場合 

請求書を送付し、示談交渉を開始した結果、示談が成立した場合には、相手方との間で、示談書を取り交わ

すことになります。示談書を取り交わす際には、概ね以下の事項を規定することになります。 

・ 不倫・不貞行為に及んだことを認める 

・ 不倫・不貞行為に及んだことに対する慰謝料の支払義務 

・ 慰謝料の支払方法 

・ 今後の接触の禁止 

・ 清算条項 

実際にどのような内容の示談書を取り交わすかはケースバイケースといえますが、最低限、慰謝料の金額及

び支払方法は取り交わす必要があります。 

また、不倫・不貞相手が示談書の内容を実際に守るか疑わしい場合には、公正証書を作成した上で、強制執

行認諾条項を付加する場合もあります。 

（公正証書を作成する場合には、別途公正証書作成手数料が発生するほか、公証役場で公正証書を作成する

手続も必要となるため、負担が大きくなることを考える必要があります） 

5. 示談の不成立・訴訟への移行 

相手方が示談に応じない場合には、訴訟による解決を志向することになります。 

訴訟に移行したとしても、その過程で裁判上の和解により早期に解決できる可能性もありますが、一般的に

は示談交渉よりも長期化する傾向にあります。 

また、訴訟に移行した場合に、不倫・不貞行為を立証するに足りるだけの証拠があるかどうかも検討する必

要があります。 

6. 弁護士に相談するタイミング 

不倫・不貞相手に対する慰謝料請求を検討している場合には、早期にご相談をされたほうが望ましいといえ

ます。 

例えば、他方配偶者の不倫・不貞行為が発覚した初期のタイミングであれば、他方配偶者の不倫・不貞相手

も警戒しておらず、必要な証拠が集めやすいといえます。 

また、不倫・不貞行為が発覚した後、相手方との間で適当な内容で示談書を取り交わしたりしてしまうと、

後から撤回することは難しくなってしまいます。 

 

適切に解決するのであれば、できる限り早い段階でご相談に来られることをお勧めいたします。 

それぞれの項目の詳しい情報については、当事務所「離婚問題サイト」をご覧ください。 

トップページのメニュー「慰謝料請求でお悩みの方へ」▶「慰謝料請求をしたい方へ」 

  


